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数々の�ばら�制定都市一堂に

「
朔
太
郎
忌
」の
催
し
が
多
彩
に

五
月
十
七
日
・
十
八
日
に
、
バ
ラ
を
自
治
体
の
花

に
制
定
し
て
い
る
都
市
が
一
堂
に
会
し
、「
ば
ら
制
定

都
市
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
情
報
交
換
を
し
て

花
と
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

目
的
。
前
橋
テ
ル
サ
で
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、
バ
ラ

を
基
調
に
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
「
前
橋
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十

八
日
に
は
敷
島
公
園
で
ば
ら
園
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
、
会
議
に
参
加
し
た
自
治
体
が
持
ち
寄
っ
た
バ
ラ

の
苗
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

５月12日、前橋文学館で第30回朔太郎忌を開催。同館で
活動する「友の会」会員が「野火｣｢広瀬川」の２曲をコー
ラスで歌い、催しが始まりました。予定されていた文芸評
論家の高橋英夫さんによる講演会は、急病のため萩原朔太
郎研究会会長の那珂太郎さんが高橋さんの原稿を代読。ま
た、朔太郎が自作詩を朗読した貴重なレコードの披露など
も行われ、参加者は熱心に聞き入っていました。


